
遅
れ
」
と
　
フ
ラ
ン
ス
）
の
外
相
と
と
も
に
平

・
指
摘
し
、

和́
記
念
公
園
を
訪
間
し
、
米
国
内

“

榊
枠
「
¨

¨
¨
¨
舜
¨

爆‐こ っ
け
一

昨
に

，
術
師

れ
か
ら
、　
兵
器
な
き
世
界
」
の
重
要
性
を
訴

オ
バ
マ
米
大
統
領
＝
顔
写
真
＝

．
９
年
が
た
っ
た
が
、
実
現
に
は
ほ
　
え
た
自
分
自
身
の

「レ
ガ
シ
ー
」

は
事
実
上
の
任
期
最
後
と
な
る
今

ど
遠
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（＝
遺
産
）
を
完
結
さ
せ
る
悲
願

年
、被
爆
地
・広
島
を
訪
間
す
る
計
　
　
オ
バ
マ
氏
は
、
核
兵
器
廃
絶
へ
　

‐
だ
と
考
え
ら
れ
る
Ｐ

画
を
持

っ
て
い
る
。
オ
バ
マ
氏
は
　
の
モ
メ
ン
タ
ム
（＝
勢
い
）を
失
わ

　

米
国
内
に
は

「
（オ
バ
マ
氏

２
０
０
９
年
の
プ
ラ
ハ
演
説
で

せ
な
い
た
め
、

１０
、

１２
ヽ

・４
年
の
３

は
）
核
の
平
和
に
向
け
て
都
市

「核
兵
器
な
き
世
界
」を
提
唱
し
、　
回
、

「核
安
全
保
障
サ
ミ
ツ
ト
」
　

（広
島
）
を
訪
間
す
べ
き
だ
」

曜
罐

罐

演
説
を
広
島
で
行
う
の
か
¨
　

´

プ
ラ
ハ
演
説
は
も
と
も
と
、
シ

ュ
ル
ツ
元
国
務
長
官
、
ペ
リ
ー
元

国
防
長
官
、
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ト
元

国
務
長
官
、
ナ
ン
万
上
院
軍
事
委

員
会
委
員
長
の

「
四
賢
人
」
が
０７

年
１
月
、
ウ
ォ
ト
ル
ス
ト
リ
ー
ト

・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
で
発
表
し
た
寄
稿

が
下
敷
き
で
あ
る
“

４
人
は
冷
戦
時
代
、
米
国
の
核

戦
略
を
構
築
し
て
運
営
し
た
当
事

者．
た
ら
だ
∝そ

の
彼
ら
が
「核
報
復

の
脅
し
に
よ
る
抑
止
戦
略
は
時
代

を
開
催
し
た
。
今

年
３
月
に
は
、

５０

カ
国
以
上
の
参
加

を
み
て
、
任
期
中

最
後
の
同
サ
ミ
ッ

卜
を
ワ
シ
ン
ト
ン
で
開
い
た
。

そ
し
て
、
５
月
の
伊
勢
志
摩
サ

ミ
ッ
ト

（主
要
国
首
脳
会
議
）
に

合
わ
せ
た
、
自
身
の
被
爆
地
訪
問

の
可
能
性
も
見
据
え
て
、
ケ
リ
ー

国
務
長
官
を
先
週
、
広
島
で
の
Ｇ

７
外
相
会
合
に
派
遣
し
た
¨
ケ
リ

ト
氏
は
他
の
核
保
有
国

（英
国
と

（
ヮ
シ
ン
ト
ン
・ポ
ス
ト

紙
、
４
月
１６
日
）
と
い
う

見
解
が
多
い
が
、

「広

島
に
つ
い
て
謝
罪
す
べ

き
で
な
い
」

（ナ
シ
ョ

ナ
ル

ｏ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
、
４
月
１５

日
）
と
い
う
反
対
意
見
も
あ
る
。

オ
バ
マ
氏
の
広
島
訪
間
が
実
現

す
れ
ば
、
安
倍
晋
三
首
相
に
と
っ

て
外
交
上
の
大
き
な
成
果
と
な

り
、
夏
の
参
院
選
も
有
利
に
展
開

で
き
る
。

こ
う
し
た
動
き
を
察
知
し
た
か


